
も
う
一
つ
の
亀
田
文
庫

　
　
「
亀
田
文
庫
」
と
言
う
と
、
国
語
学
者
・
故
亀
田
次
郎
氏
の
旧
蔵
本
を

思
い
浮
べ
る
方
が
多
い
と
思
う
が
、
当
館
に
は
、
も
・
ア
一
つ
の
「
亀
田
文

庫
」
が
存
在
し
て
い
る
。

　
こ
の
文
庫
は
、
特
定
個
人
の
蔵
書
を
一
括
購
入
し
た
も
の
で
は
な
く
、

昭
和
一
四
年
五
月
、
実
業
家
商
館
候
吉
祥
か
ら
国
庫
債
券
一
〇
七
、
．
五
九

’
○
円
の
寄
贈
を
受
け
、
そ
れ
を
基
金
之
し
て
帝
国
図
書
館
が
随
意
に
購
入

し
た
資
料
を
亀
田
文
庫
と
称
し
て
い
る
。
昭
和
一
’
八
年
三
月
と
，
一
九
年
置
」

月
の
二
回
に
、
合
計
九
三
タ
イ
ト
ル
七
九
三
冊
を
受
入
れ
、
閲
覧
目
録
と

，
し
て
は
、
『
国
立
国
会
図
書
館
支
部
上
野
図
書
館
和
漢
図
書
書
名
目
録
・
古

書
之
部
　
昭
和
一
八
年
一
月
至
二
四
年
三
月
増
加
』
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、

請
求
記
号
が
特
一
〇
〇
一
～
特
一
〇
Q
四
に
あ
た
る
も
の
が
そ
れ
で
あ

る
。

　
文
庫
の
内
容
は
、
特
定
主
題
を
限
定
し
て
購
入
し
た
わ
廿
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
『
源
氏
物
語
』
古
写
本
、
『
香
道
叢
書
』
写
本
、
『
伊
吹
そ
、
つ
し
』

奈
良
絵
本
、
ま
た
、
現
在
当
館
貴
重
書
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
一
部
掲
げ

る
と
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
春
日
版
・
鎌
倉
時
代
中
期
冊
（
照
3
1
8
）
、
『
捏

葉
経
回
』
古
活
字
版
（
A
O
W
7
司
1
3
）
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
∴
－
、

　
　
こ
の
基
金
の
寄
贈
の
理
由
は
、
『
上
野
図
書
館
八
十
年
略
史
』
に
記
事
が

あ
る
。
亀
田
候
正
長
の
四
男
弘
之
介
君
は
、
学
習
院
の
学
生
で
、
帝
国
図

書
館
を
利
用
し
て
勉
強
を
続
け
て
き
た
が
、
昭
和
一
四
年
四
月
病
死
し
た
。

弘
之
介
君
が
生
前
、
親
し
ん
だ
帝
国
図
書
館
に
感
謝
の
意
を
遺
し
、
三
吉

氏
は
愛
児
の
遺
言
に
基
づ
き
株
式
時
価
一
〇
七
、
○
○
○
余
円
を
図
書
購

入
費
と
し
で
寄
贈
し
た
。

　
昭
和
一
四
年
当
時
の
金
の
小
売
価
格
は
一
〇
σ
グ
ラ
ム
が
約
四
〇
〇
円

だ
っ
た
か
ら
、
約
二
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
が
購
入
出
来
る
金
額
を
、
亀
田

氏
は
愛
児
の
遺
言
と
し
て
寄
贈
し
た
わ
け
で
あ
る
。
亀
田
候
吉
氏
は
、
，
東

京
・
大
森
に
明
治
二
八
年
生
れ
、
大
正
九
年
家
督
を
相
続
、
亀
田
（
資
）

代
表
社
員
、
大
北
産
業
（
株
）
監
査
、
所
得
税
支
払
額
四
、
九
八
七
円
と
’

　
『
人
事
興
信
録
』
昭
和
一
．
四
年
版
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
つ

　
な
お
亀
田
候
血
管
は
、
帝
国
図
書
館
の
ほ
か
、
日
比
谷
図
書
館
、
学
習

院
附
属
図
書
館
に
各
々
九
七
、
八
五
〇
円
を
寄
贈
し
た
と
の
記
事
が
『
図

書
館
雑
誌
』
．
昭
和
一
四
年
⊥
川
石
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　
学
習
院
大
学
は
戦
火
に
遭
遇
し
て
い
な
い
の
で
記
録
が
残
っ
て
い
み
と
．

思
わ
れ
、
稲
村
徹
元
氏
を
通
じ
て
調
査
依
頼
を
し
た
と
こ
ろ
、
佐
野
真
氏

か
ら
呵
答
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
学
習
院
大
学
図
書
館
は
、

九
九
、
五
九
九
円
の
寄
贈
を
受
け
、
、
亀
田
基
金
管
理
規
程
第
一
～
一
六
条

－
を
作
成
し
、
昭
和
一
四
年
六
月
五
日
よ
り
運
営
を
行
い
、
，
図
書
の
購
入
費
．
．

製
本
費
に
当
て
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
基
金
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
懸

賞
論
文
の
募
集
も
行
ヶ
た
。
そ
し
て
一
昭
和
一
七
年
の
入
選
者
の
一
人
が
，

三
島
由
紀
夫
で
あ
り
、
昭
和
五
四
年
に
学
習
院
大
学
図
書
館
で
新
た
に
発

見
さ
れ
た
三
島
の
論
文
原
稿
h
王
朝
心
理
学
小
史
」
は
、
こ
の
懸
賞
論
文

、
募
集
に
応
じ
た
竜
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
（
一
般
参
考
課
　
村
上
清
子
）
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